
まえがき＝銅は，電気を流す特性，熱を流す特性に優れ
ており電気配線に使われている。しかし，銅は酸化偏崣
しやすい金属であり，酸化皮膜は通電の抵抗となる。そ
のため，外気に触れる部分には錫めっきを付与した銅材
料が用いられている。当社は，1974 年より自動車用電
気部品の端子などに用いられる電気錫めっき銅合金板条
の量産を開始し，さらに技術開発を続けてきた。現在用

はこの接触抵抗値が低いという大変優れた特性を持って
いる。
　錫自体は硬度HV30 程度でやわらかく，表面に薄く安
定な錫酸化皮膜を形成しているが，この錫酸化皮膜は少
しの力で破壊され，







　熱処理で内部応力が緩和されることにより，配線間短
絡の原因となるウィスカの発生が抑えられるため，


